
習志野市庁舎の現状～分散している庁舎機能～                                       
・ 下記に習志野本庁舎、第二分室、第三分室等の位置等を整理します。庁舎機能が分散化されている

ことがわかります。 

・  

 ■庁 舎 

施設名 1.本庁社 2.第二分室 3.第三分室 
4.第四分室 

（習志野情報ｾﾝﾀｰ） 

外 観 

    

建設年 
（本館）

1963 年 

（新館）

1969 年 
1989 年 1993 年 1998 年 

構 造 
鉄骨鉄筋コン

クリート造 

鉄筋コンク

リート造 
鉄骨造 鉄骨造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

階 数 
地上 7 階 

地下 1 階 

地上 1 階 

地下 1 階 
地上 2 階 地上 2 階 地上 4 階 

延面積 4,971 ㎡ 1,889 ㎡ 1,294 ㎡ 1,569 ㎡ 1,274 ㎡ 

問題点 

・建物の老朽化。 

・耐震性能の安全性。 

・狭隘化、分散化、バリ

アフリー未対策。 

・設備の老朽化（耐用年

数を大幅に超過）。 

・分散化による市民への

利便性の低下。 

・分散化による市民への

利便性の低下。 

・分散化による市民の利

便性の低下。 

■周辺関連施設 

施設名 5.消防署 6.教育委員会事務局 7.習志野市開発公社 8.習志野市保健会館 

外 観 

    

建設年 1978 年 1966 年 ― 1975 年 

構 造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 木造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

階 数 地上 5 階・地下 1 階 地上 3 階 地上 1 階 地上 3 階・地下 1 階 

延面積 3,542 ㎡ 1,446 ㎡ ― 806 ㎡ 

問題点 
・狭隘化、バリアフリー 

未対策。 

・耐震性能の安全性。 

・老朽化が進んでいる 

・耐震性能の安全性。 

・本庁舎と合築であれば

利便性が高い。 

・分散化による利便性の

低下。 

・バリアフリー未対策。 

 

施設名 

9.京成津田沼駅ビル 

サンロード内 5.6 階 

市民協働スペース 

建設年 1977 年 

延面積 1,330 ㎡ 

 

 

2.第二分室 3.第三分室 

6.教育委員会事務局 

8.習志野市保健会館 

7.習志野市開発公社 

1.本庁舎（新） 

4.第四分室 
1.本庁舎（旧） 

5.消防署 

（市役所前グラウンド） 

高圧線 

（近設位置影響大） 

9.サンロード 

京成津田沼駅 
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